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人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

男 ………………………………3,517 人
女 ………………………………4,123 人
計 ………………………………7,640 人
世帯 …………………………4,710 世帯

（ － 7 ）
（－ 12）
（－ 19）
（－ 11）

＜8月31日現在＞

みんなでつくる新しいＪＲ洞爺駅前10

洞爺湖町広報アンケートの集計結果11

11 月集団健診のご案内
■日　時　① 11 月 4 日（水）② 11 月 5 日（木）

～7 日（土）7 時～9 時（30 分ごと
 に受付）、10 時～（肺検診のみ）
■定　員　各受付時間 10 人まで
■内　容 特定健診、介護予防健診、がん検診
 （胃・肺・大腸・前立腺）、ピロリ菌検査、
 肝炎ウイルス検査、エキノコックス
 症検査
■会　場　①洞爺ふれ愛センター
 ②健康福祉センターさわやか
■申込み　10 月 19 日（月）まで
 ※詳細は広報とうやこ 9
 月号または QR コードか
 ら確認してください
■問合せ　健康福祉課（☎ 76－4006）

とうや小学校５年生の児童 11
人が稲刈り体験を行いました。
　５月に田植え体験をした財田
地区の塩田農園の水田で、コン
バインに乗ったり鎌を使ったり
して、秋の実りを収穫。コンバ
インに乗った子どもたちは「操
作が難しかったけど、楽しかっ
た」と笑顔で話していました。

熊本地震災害に対する
義援金箱を設置

　７月 28日に、熊本県で発生した地震災害によ
り、多くの方々が被災され、避難所での生活を余
儀なくされています。
町では、被災地を支援するための義援金箱を

19カ所の公共施設などに設置しましたので、皆
さんの温かいご支援・ご協力をお願いいたします。
■設置期間 11 月 30日（月）
■設置場所 洞爺湖町役場本庁舎、洞爺湖温泉支
 所、洞爺総合支所、健康福祉センター
 さわやか、洞爺湖温泉観光協会、洞
 爺湖町商工会本所、虻田郵便局、洞

爺湖温泉郵便局、洞爺郵便局、JA
 とうや湖本所、JA とうや湖金融窓
 口（虻田金融店舗、同洞爺事業所）、
 JAとうや湖Aマートサービスカウ
 ンター、いぶり噴火湾漁協本所、伊
 達信用金庫虻田支店、同洞爺湖温泉
 支店、とうや水の駅、道の駅あぷた、
 道の駅とうや湖
■問合せ 健康福祉課 (☎ 76－ 4006)

11/30
まで とやとややややうやややうやううとううとうとううううやうやううやうやううううやうやうこやここやこやこここここ



毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 81回目は上下水道課職員です。
■問合せ 健康福祉課福祉支援係（☎ 76－4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「情報」

開いた右手を外側に向けて、５本の指をすぼめながら２回、耳に引き寄せます。

「情報」
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と
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評
し
ま
し
た
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pickup news

有珠山火山噴火防災訓練

スマホで体験
新しい避難のカタチ



インフルエンザワクチン 新型コロナワクチン

1. 対象者

洞爺湖町に住民票がある人が対象です。
①満 65歳以上の人 ②60～ 64歳で一定の障がい（※）のある人
※一定の障がい（次の疾患で身体障害者手帳1級相当）

「心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害」
または「ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害」
がある人が該当します。接種当日に身体障害者手帳を持参してください。

2. 接種期間
10月 1 日～令和９年 1月 31 日 10月 1 日～令和９年 3月 31 日

3.自己負担額 1,500円（1 回のみ） 4,500 円（1 回のみ）

4. 接種料金
　の免除

生活保護世帯・町民税非課税世帯は無料。接種時に①～⑤のいずれかの書類を医療機関の窓
口へ提出。
①生活保護世帯証明書（無償）
　…健康福祉課（さわやか）・洞爺総合支所・洞爺湖温泉支所で交付
②非課税証明書（無償）
　…健康福祉課（さわやか）・洞爺総合支所・洞爺湖温泉支所・住民税務課で交付。交付申請の際は
　　本人確認書類を持参。申請者が本人か同居の親族以外の場合は委任状が必要
③後期高齢者医療資格確認書（コピー）
　…適用区分「区分Ⅰ」または「区分Ⅱ」の人（交付されている人のみ）
④重度心身障がい者医療費受給者証（コピー）
　…左上の丸の中に【老初】と記載されている人
⑤介護保険納入通知書（コピー）
　…世帯市町村民税状況が「非課税」の人
※１ 峰村内科クリニックは①、②のみ対応
※２ ③～⑤のコピーは病院では不可。事前に氏名と上記の要件が記載されたコピーを用意
※３ インフルエンザと新型コロナのワクチンを同時接種する場合、提出する証明は１枚。別
の医療機関や別の日に接種する場合、それぞれ証明が必要（非課税証明書のコピーは不可）

5. 接種回数 1回（接種期間内であっても、2 回目は全額自己負担）

▼注意事項
・予診票は各医療機関にあります。接種当日にご記入ください
・上記の表内「1. 対象者」が、接種期間外に接種すると全額自
己負担となります
・予防接種は、町の指定医療機関での個別接種になります。実
施医療機関は次のページをご覧ください
・接種の予約は直接医療機関にお問い合わせください

医療機関によって異なる場合があります

10月から、感染症や脳炎・脳症・肺炎などの重症化予防のためワクチン接種を行っています。
インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時接種が可能です。

（医療機関により同時接種ができない場合があります。詳しくは医療機関にご確認ください）

■問合せ

健康福祉課健康推進係

☎ 76 － 4006

高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス

予防接種のお知らせ

広報とうやこ　202広報とうやこ　20266 年年 1010 月月 4
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医療機関名 電話番号 実施日 インフル
エンザ

コロナ
（使用ワクチン）

備考

石田内科胃腸科 76-3838
火～金 8:30 ～ 11:00

13:30 ～ 17:00 〇 × 【要問合せ】
・11月４日から開始

土 8:30 ～ 11:00

洞爺協会病院 74-2555 月～金 診療時間内 〇 〇
ファイザー

・10 月１日から開始
・問合せ、予約は平日13：00～15：00
・新型コロナワクチンは完全予約制

（インフルエンザワクチンは不要）

ひじり在宅
クリニック 76-4838 月・水・金 8:30 ～ 10:30 〇 〇

武田

【要予約】
10 月５日から予約開始（対象は
原則、外来通院患者のみ）

峰村内科
クリニック 76-1515

月・火・金 8:30 ～ 11:00
13:30 ～ 16:00

〇 ×

・10 月１日から開始
・診療時間 1 時間前に受付終了（時
間厳守）

・予診票を自身で記入できない人
は、自宅で記入してもらうか付き
添いの同伴が必要

水 8:30 ～ 11:00
13:30 ～ 16:30

木 8:30 ～ 11:00

洞爺温泉病院 87-2311 月～金 9:00 ～ 11:45
13:30 ～ 16:00 〇 〇

ファイザー
・10 月１日から開始

洞爺湖温泉
診療所 73-2220 水 13:30 ～ 15:00 〇 ×

【要予約】
・10 月７日から開始
・対象は外来通院患者のみ

洞爺ファミリー
クリニック 76-3239 診療時間内

（土曜日除く） 〇 ×

【要予約】WEB・窓口
・10 月 14 日 ～ 12 月 17 日
・対象は 18 歳以上の定期通院患
者のみ

▼右表「1. 対象者」が町外での接種を希望する場合
伊達市、豊浦町、壮瞥町の医療機関でも同様に接種できますので、事前に直接医療機関へご確
認ください。
洞爺湖町、伊達市、豊浦町、壮瞥町以外の施設などに入所・入院中で予防接種を希望する場合は、
各施設の接種担当にご相談ください（接種前に管外接種の手続きが必要です）。

▼ 64 歳以下は任意の予防接種となります
医療機関により接種料金が異なりますので、医療機関へご確認ください。新型コロナワクチンは、メーカーや年
齢（月齢）により接種回数が異なります。

町内のインフルエンザ
新型コロナワクチン接種実施医療機関

備えは
早めに！

▲町ホームぺージ

　　　「子どもインフルエンザワクチン接種費用」の助成を行っています
▪助成期間 町内医療機関は 10 月 1 日～令和９年 3 月 31 日
  町外医療機関は 10 月 1 日～令和９年 2 月 28 日
▪対　　象 洞爺湖町に住民票がある中学生以下の人
▪医療機関 石田内科胃腸科、峰村内科クリニック（中学生のみ）、洞爺ファミリークリニック
※１ 受付時間など詳細は町ホームページをご覧ください
※２ 町外の医療機関で接種する場合は一度料金を支払った後、申請により還付します。還付
の申請方法などは健康福祉課までお問い合わせください

▲町ホームぺージ
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■要介護（支援）認定者数（令和８年 3 月 31 日現在）

区分
要支援 要介護 計

（前年度差）1 2 1 2 3 4 5
認定者数

（人） 104 98 187 112 81 70 60 712
（＋3）

■居宅介護サービス利用者数
（令和８年 2 月サービス提供分。訪問介護、通所介護、短
期入所、福祉用具貸与など）

区分
要支援 要介護 計

（前年度差）1 2 1 2 3 4 5
受給者数

（人） 48 58 108 46 22 15 11 308
（＋3）

■地域密着型介護サービス利用者数
（令和８年 2 月サービス提供分。グループホーム、小規模特養、
小規模通所介護）

区分
要支援 要介護 計

（前年度差）1 2 1 2 3 4 5
受給者数

（人） 0 0 24 17 12 16 7 76
（＋2）

■施設介護サービスの利用者数
（令和８年 2 月サービス提供分）

区分 介護老人福祉
施設（特養）

介護老人保健
施設 介護医療院 計（前年度差）

受給者数
（人） 104 19 45 168

（－３）

■介護サービスの利用に対する保険給付費
サービスの種類 保険給付額

居宅サービス 2 億 2660 万 6839 円

訪問サービス 6304 万 199 円

通所サービス 8374 万 9116 円

短期入所サービス 518 万 8167 円

福祉用具・住宅改修サービス 2026 万 8453 円

特定施設入居者生活介護サービス 1827 万 264 円

居宅介護支援・介護予防支援 3609 万 640 円

施設サービス 5 億 9308 万 829 円

地域密着型サービス 1 億 9818 万 4135 円

その他の給付 8447 万 2677 円

高額介護・医療合算サービス 3717 万 4647 円

特定入所者介護サービス 4729 万 8030 円

審査支払手数料 77 万 9383 円

計
11 億 312 万 3863 円

（前年度差＋284万1609円）

■地域支援事業にかかった費用　地域支援事業は、高齢者
介護予防や介護が必要な状態でも自宅で生活を続けるため
の支援事業です（地域包括支援センター人件費など含む）

事業の区分 費用額
介護予防・日常生活支援総合事業

（介護予防教室など） 2098万2353円

包括的支援事業
（包括の運営、生活支援体制整備など） 4812 万 1141 円

任意事業
（紙おむつなどの支給、適正化事業など） 108 万 2097 円

計
7018 万 5591 円

（前年度差＋1697万5354 円）

　
介
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３
４
万

円
で
、
収
納
率
は
99
・
70
％
で
し

た
。

介
護
保
険
被
保
険
者
数
（
令
和
８

年
３
月
31
日
現
在
）

・
第
１
号
被
保
険
者
数
（
65
歳
以

上
）　
３
３
０
８
人

介護保険の負担を抑える
ためには、みんなが健康
でいることが大切です！

上
）　
３
３
０
８
人

支
え
合
い
で
い
つ
ま
で
も
安
心
な
暮
ら
し

令
和
７
年
度

介
護
保
険
の
状
況
健康福祉課
介護保険係
☎ 74－3001
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病
気
や
け
が
に
備
え
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し

合
っ
て
医
療
費
に
充
て
る
制
度
が
「
国
民
健
康
保
険
制

度
」
で
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
北
海
道
も
運
営
に
加
わ

り
、町
と
と
も
に
地
域
の
健
康
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

▼
医
療
費
の
状
況

　

町
の
国
民
健
康
保
険
の
令
和
６
年
度
医
療
費
は

６
億
７
８
１
１
万
円
で
す
。

特定健康診査（集団健診）・
みなし健診を受けた人には、
とうやコイン 600コインと
町指定ごみ袋 20 リットル
10 枚をお渡しします！（コ
インは後日付与）

住民税務課
国民健康保険係
☎ 74－3002

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る

国
民
健
康
保
険
の
状
況

▼要素別順位表
令和６年度（2024 年度）合計では、１日当たり医療費を除く各指標で、胆振
平均を上回っています。１人当たりの医療費は全道平均を下回りましたが、
胆振平均と比べて大きく差があります。
令和６年度の一人当たり保険料
洞爺湖町 91,861 円（北海道平均 103,584 円、胆振平均 109,246 円）

令和６年度
（2024年度） 洞爺湖町

北海道 胆振
順位 北海道平均 順位 胆振平均

入　院

１人当たり医療費 208,738 円 32 位 184,896 円 2 位 191,606 円

１人当たり受診回数
（受診率） 0.34 回 29 位 0.29 回 2 位 0.32 回

１件当たり日数 18.92 日 5 位 15.53 日 1 位 16.72 日

１日当たり医療費 32,005 円 151 位 41,323 円 7 位 36,323 円

入院外

１人当たり医療費 120,633 円 105 位 140,921 円 4 位 123,220 円

１人当たり受診回数
（受診率） 7.96 回 77 位 8.32 回 2 位 7.69 回

１件当たり日数 1.31 日 100 位 1.38 日 4 位 1.32 日

１日当たり医療費 11,575 円 125 位 12,305 円 5 位 12,098 円

合　計

１人当たり医療費 350,445 円 56 位 354,742 円 2 位 338,521 円

１人当たり受診回数
（受診率） 10.03 回 75 位 10.51 回 3 位 9.64 回

１件当たり日数 1.97 日 18 位 1.83 日 2 位 1.89 日

１日当たり医療費 17,780 円 127 位 18,487 円 7 位 18,606 円

６億円

６億２千万円

６億４千万円

６億６千万円

６億８千万円

７億円

７億２千万円

７億４千万円

７億６千万円

７億８千万円

８億円

R6R5R4R3 1800

1850

1900

1950

2000

2050

2100

2150

2200

7億8397万円

2181人

2131人
2045人

1935人

6億7811万円

7億6439万円

7億6538万円

▼医療費総額と被保険者数の推移

30 万円

32 万円

34 万円

36 万円

38 万円

40 万円

胆振平均北海道平均洞爺湖町
R6R5R4R3

312,895円

330,104円 331,269円
338,521円

359,453円
354,742円

373,786円

359,164円

330,262円

350,445円350,479円337,235円

▼一人当たり医療費の推移
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令
和
８
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
対

象
は
、
全
国
の
小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
で
、
洞
爺
湖
町
で

は
小
学
校
３
校
︵
44
人
︶、
中

学
校
２
校
︵
31
人
︶
の
全
５
校

が
参
加
し
ま
し
た
。
国
語
、
算

数
・
数
学
、
英
語
︵
中
学
生
の

み
︶
の
学
力
調
査
と
生
活
や
学

習
習
慣
に
関
す
る
児
童
・
生
徒

へ
の
質
問
調
査
、
学
習
指
導
に

関
す
る
学
校
質
問
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
学
力
調
査
の
結
果
︵
平
均
正

答
率
︶
は
下
記
の
表
の
と
お
り

で
す
。ま
た
、レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
︵
円
形
の
グ
ラ
フ
︶
で
学
力

の
概
要
、
児
童
・
生
徒
質
問
調

査
さ
ら
に
当
町
の
学
力
向
上
対

策
の
概
要
も
お
伝
え
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
洞
爺
湖
町

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
概
要

〜
洞
爺
湖
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
目
指
し
て
〜

■
問
合
せ　
教
育
委
員
会
教
育
推
進
課
（
☎
74
ー
３
０
０
９
）

▼中学校▼小学校

教科全体の状況１

▼小学校 ▼中学校▼中学校

▼各教科の平均正答率
「中学校英語」は、４技能（聞くこと、読むこと、書くこと、話すこと）の平均

IRT（項目反応理論）スコアを記載しています。

年　度
小学校 中学校

国語 算数 国語 数学 英語

令和 8 年度

洞爺湖町 55.0％ 48.0％ 57.0％ 48.0％ 449

北海道
（公立） 59.6％ 53.6％ 63.3％ 55.0％ 489

全国
（公立） 60.9％ 56.4％ 63.9％ 57.0％ 499

令和 7 年度

洞爺湖町 63.0％ 45.0％ 48.0％ 33.0％

北海道
（公立） 65.0％ 55.0％ 54.0％ 47.0％

全国
（公立） 67.0％ 58.0％ 54.3％ 48.3％

小学校の国語は「言葉の特徴や使い方に関する事
項」と「情報の扱い方に関する事項」で全国、全道
と同等の正答率である。また、小学校の算数は選択
式の問題では正しい解答を導くことができている。

中学校の国語は「読むこと」の領域と「話すこと・
聞くこと」の領域で全国、全道と同等の正答率であ
る。また、中学校の数学においては「データの活用」
の領域で全道と同等の正答率だった。

【レーダーチャート】
　・各教科の領域別に全国を 100 とした場合の全道および市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
　・中学校英語の結果は、IRT スコアで表されるため、レーダーチャートには表示していません

洞爺湖町 北海道(公立) 全国 ( 公立 )×
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２ 児童・生徒質問調査の状況
▼小学校 ▼中学校

■当てはまる■どちらかといえば当てはまる
■どちらかといえば当てはまらない■当てはまらない

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町 38.6 59.1 2.3

2.09.541.446.1

2.410.642.243.5

＜児童質問＞学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた
りすることができていますか

■わかる■どちらかといえばわかる
■どちらかといえばわからない■わからない

＜児童質問＞算数の授業の内容はよくわかりますか

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町

8.117.536.837.2

6.815.135.641.9

34.1 43.2 15.9 6.8

■わかる■どちらかといえばわかる
■どちらかといえばわからない■わからない

＜生徒質問＞数学の授業の内容はよくわかりますか

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町

9.319.338.332.7

7.717.639.634.6

26.7 36.7 33.3 3.3

＜学校質問＞児童同士がやりとりする場面では、児童
一人ひとりに配備された PC・タブレットなどの ICT
機器をどの程度使用させていますか

■ほぼ毎日■週 3 回以上■週 1 回以上■月 1 回以上■月 1 回未満

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町 66.7 33.3

28.733.9 21.8 9.8 5.9

27.218.2 17.2 12.924.3

■当てはまる■どちらかといえば当てはまる
■どちらかといえば当てはまらない■当てはまらない

＜生徒質問＞授業や学校生活では、友達や周りの人の
考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決
に取り組んでいますか

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町 56.7 40.0

4.941.7

3.3

51.1 1.4

43.449.0 1.45.0

▼
成
果
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
で
児
童
生
徒
同

士
の
意
見
や
考
え
を
交
流
で
き
る
幅

が
広
が
り
、
国
語
の
「
考
え
の
根
拠

を
明
確
に
す
る
こ
と
」
や
「
情
報
の

関
連
付
け
」
な
ど
「
情
報
の
取
扱
い
」

の
調
査
結
果
が
小
６
で
全
国
と
同
等

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

・
授
業
改
善
の
過
程
で
、
児
童
生
徒
が

互
い
の
考
え
を
共
有
し
て
協
働
的
な

学
び
を
行
い
、
課
題
解
決
の
過
程
を
委

ね
る
主
体
的
な
学
び
を
推
進
す
る
こ

と
で
「
互
い
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
か
う
姿
勢
」
が
、
全
国

の
数
値
を
上
回
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

▼
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と

・「
算
数
・
数
学
が
よ
く
分
か
る
」
と

回
答
し
た
児
童
生
徒
が
全
国
と
同
等

だ
が
、「
算
数
・
数
学
が
好
き
」
と
回

答
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
全
国
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。「
よ
く
分
か

る
」
と
の
回
答
と
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
力
の
定
着
が
乖
離
し
て
い
る

一
つ
の
要
因
と
し
て
捉
え
て
い
る

▼
今
後
の
改
善
方
策

・
各
教
科
で
「
好
き
」
や
「
得
意
」、「
わ

か
る
」
を
育
む
授
業
改
善
を
進
め
、
児

童
生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
構
築
し
て

学
び
を
深
め
る
実
践
力
を
育
む

・
授
業
の
理
解
度
な
ど
に
応
じ
た
指
導

方
法
の
工
夫
と
改
善
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
資
質
と
能
力
の
定
着
を
図
る
組

織
体
制
と
、
授
業
改
善
を
含
め
た
環
境

づ
く
り
を
行
う

・
小
中
連
携
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

に
よ
る
小
中
教
員
間
の
交
流
を
活
性

化
し
、
教
科
指
導
の
専
門
性
を
高
め
る

研
修
の
充
実
を
図
る

0 20 40 60 80 100

全国（公立）

全道（公立）

洞爺湖町 50.0 50.0

10.825.031.030.3 2.9

30.128.119.8 3.218.7

＜学校質問＞生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現
する場面では、生徒一人ひとりに配備されたPC・タブ
レットなどの ICT機器をどの程度使用させていますか

■ほぼ毎日■週 3 回以上■週 1 回以上■月 1 回以上■月 1 回未満
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現在、洞爺湖町には国内外から多くの観光客が訪
れ、活気にあふれています。
　しかしその一方で、駅前では「バスやタクシー、
レンタカー、一般車両などが混在して分かりにくい」
「待ち時間を過ごせる場所が少なく、待合室が混雑し
てしまう」といった、いわゆるオーバーツーリズム（観
光による過度な混雑など）の課題も見受けられるよ
うになりました。
駅前は町内外から訪れる人々を迎える玄関口です。
また、今後は、教育施設の移転などにより、人の

流れや駅前の使われ方が変わっていくことも予想さ
れます。そこで町では、国の補助事業などを活用し
ながら、町民や観光客にとって快適で魅力ある駅前
にするための整備計画の策定を進めています。計画
の策定に向けて、町民の皆さんを対象としたアンケ
ート調査を実施します。
　日ごろ感じている小さな「困りごと」から、未来
に向けた「夢」まで、率直なご意見を聞かせてくだ
さい。皆さんの一つひとつの声が、これからの駅前
をつくります！

あったらいいな！困ったなぁ～

アンケートへのご協力をお願いします！
10 月中に、町内の全ての世帯に「駅前再整備に関するアンケート用紙」を郵送します。調査票がお手元

に届きましたら、以下のいずれかの方法でご回答ください。詳細は、同封の文書を確認してください。
　また、町内の小中高校生の皆さんには、別途、各学校で「児童・生徒用アンケート」を実施いたします。
１．スマホで簡単！

同封の依頼文に掲載のＱＲコードを読み取り、 スマートフォンからご回答く
ださい。

２．ポストへ投函！【郵送回答】
同調査票にご記入のうえ、返信用封筒に入れ、切手を貼らずにポストへご投
函ください。

３．ついでに提出！【役場、支所へ持参】
　役場本庁舎（政策推進課窓口）、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支所に回収ボック
　スを設置します。
■問合せ　政策推進課（☎ 82 － 7780）
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集計結果をお知らせします

洞爺湖町広報アンケート ■問合せ問合せ　企画財政課広報統計係 ( ☎ 74企画財政課広報統計係 ( ☎ 74－－3004）3004）

項　目 回答者数
広報紙は電子版の配信を主と
し、紙版は必要な世帯のみ配る
のがよい

67(42%)

紙版の配布はせず、希望者は
役場などで持ち帰ればよい 22(14%)

現状のままでよい 70(43%)

未回答 2(1%)

総　計 161

広報の配布方法3
項　目 回答者数

紙の広報紙を配布してもらう
必要がないから 13(15%)

資源の節約につながるから 49(55%)

電子版の配信の方がすぐに情
報が届くから 17(19%)

その他 10(11%)

総計 89

広報配布方法のうち、「電子
版の配信を主」、「希望者が
持ち帰ればよい」理由

4
項　目 回答者数

紙の方が見やすい 44(63%)

配布する作業が交流につなが
るから 15(21%)

( 電子版は ) スマホやアプリ
などの操作が必要だから 4(6%)

その他 7(10%)

総計 70

広報配布方法のうち、「現状
のままでよい」理由5

項　目 回答数

①広報とうやこ 135(36%)

②町公式ホームページ 37(10%)

③町公式 LINE 132(35%)

④町公式インスタグラム 8(2%)

⑤町公式 X（旧 Twitter） 3(1%)

⑥町公式フェイスブック 3(1%)

⑦新聞、知人・友人、その他 54(15%)

総　計 372

町の情報をどのように取得方
法していますか（複数回答可）1

満足している理由 回答者数
役場などのお知らせが載って
いる 48(40%)

町内のできごとや人物が載っ
ている 58(48%)

文章が読みやすい 4(3%)

写真やイラストが見やすい 9(7%)

未回答 2(2%)

総計 121

満足していない理由 回答者数
知りたい情報が載っていない 19(47%)

文章が読みにくい 6(15%)

写真やイラストが見にくい 0(0%)

カラーの記事が少ない 2(5%)

その他 13(33%)

総計 40

2 「広報とうやこ」に満足していますか（満足している・していない理由）

利用している理由 回答者数
すぐに情報が知りたい 23(15%)

自動的に新しい情報が届く 107(72%)

使いたい機能がある 9(6%)

知人などに勧められた 3(2%)

その他 7(5%)

総計 149

利用していない理由 回答者数
LINE 自体を使っていない 6(50%)

町の公式 LINE を知らなかった 2(17%)

通知がわずらわしい 1(8%)

使い方がわからない 1(8%)

その他 1(8%)

未回答 1(8%)

総計 12

【洞爺湖町広報アンケート】
1．対象　全町民
2．期間　８月 10 日から 31 日
3．方法 スマートフォンまたは
 アンケート用紙で回答
4．回答者数　161 人

　アンケートにご協力いただきま
してありがとうございました。掲
載した結果はアンケートの一部を
抜粋したものです。詳しい集計結
果については、町ホー
ムページに掲載してい
ますので、QR コード
からご確認ください。

6 町の LINE を利用していますか（利用している・していない理由）

満足している理由 回答者数
さまざまな情報を知れる 59(48%)

すぐに情報が届く 49(39%)

利用者に合わせた設定ができる 9(7%)

さまざまな機能がある 6(5%)

その他 1(1%)

総　計 124

満足していない理由 回答者数
知りたい情報がない 5(20%)

情報が見づらい 5(20%)

不要な情報が多い 6(24%)

使い方がわかりにくい 3(12%)

その他 7(24%)

総計 25

7 町の LINE に満足していますか（満足している・していない理由）

「広報とうやこ」の今後を考えるため、町公式 LINE やホームページの利用状況、広報紙の満足度、紙の広報の配布の「広報とうやこ」の今後を考えるため、町公式 LINE やホームページの利用状況、広報紙の満足度、紙の広報の配布の
是非について広報とうやこ８月号でアンケートを実施しました。是非について広報とうやこ８月号でアンケートを実施しました。
　このたび、集計結果がまとまりましたので、お知らせします。この結果をもとに、広報紙の在り方や内容の見直し、　このたび、集計結果がまとまりましたので、お知らせします。この結果をもとに、広報紙の在り方や内容の見直し、
配布方法、情報発信の改善について検討を進めていきます。配布方法、情報発信の改善について検討を進めていきます。
　なお、アンケート結果の一部において、複数回答項目や未回答の項目があり、実際の回答者数と数値が異なる場合が　なお、アンケート結果の一部において、複数回答項目や未回答の項目があり、実際の回答者数と数値が異なる場合が
がありますので、あらかじめご了承ください。がありますので、あらかじめご了承ください。



のわだい
まち

　
湖底に生きる洞爺湖の自然
シュノーケリング体験

シュノーケリングで水中を観察する参加者シュノーケリングで水中を観察する参加者

８
11
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洞
爺
湖
の
環
境
保
全
な
ど
が
目

的
の
「
洞
爺
湖
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
道
内
外
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
が
参

加
。
専
門
ダ
イ
バ
ー
の
指
導
の
下
、

湖
に
潜
っ
て
在
来
水
草
の
ク
ロ
モ
や

リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
モ
を
観
察
し
、
湖
底

に
息
づ
く
生
物
の
営
み
に
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
洞
爺
湖
で
の
水
中
の
生

態
系
観
察
ツ
ア
ー
は
初
め
て
で
、
町

は
今
回
の
成
果
を
も
と
に
今
後
も
環

境
保
全
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

12

パ
ド
ラ
ー
（
金
子
ケ
ニ
ー
代
表

取
締
役
）
が
、
洞
爺
湖
で
８

月
１
、２
日
に
開
催
し
た
Ｓサ
ッ
プ
Ｕ
Ｐ（
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）

の
大
会
「
レ
イ
ク
・
ト
ー
ヤ
・
パ
ド

ル
・
サ
ミ
ッ
ト
」
の
参
加
費
の
一
部

を
町
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
金
子
さ
ん
は
「
洞
爺
湖
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
守
り
、
未
来
へ
引
き
継

ぐ
た
め
の
環
境
保
全
・
環
境
美
化
活

動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
で
す
」
と
下

道
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。

洞爺湖の自然環境維持に
パドラーが町に寄付金

8
３

永遠の平和を願って
洞爺湖町戦没者追悼式

洞
爺
湖
町
戦
没
者
追
悼
式
が
７

月
27
日
に
洞
爺
小
公
園
忠
魂

碑
前
、
８
月
４
日
に
あ
ぶ
た
ふ
れ
合

い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
道
町
長
が
「
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
、
命
の
重
み
を
心
に
刻

み
、
二
度
と
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
式
辞
を
述

べ
、
虻
田
、
洞
爺
中
学
校
の
生
徒
が

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
洞
爺
湖
町
遺
族
会
木

村
英
昭
会
長
、
鈴
木
孝
副
会
長
な
ど

も
献
花
を
行
い
、
戦
没
者
に
追
悼
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

7
27

8
4・

洞爺地区戦没者追悼式洞爺地区戦没者追悼式虻田地区戦没者追悼式虻田地区戦没者追悼式下道町長に寄附金を手渡す金子さん（左から２人目）下道町長に寄附金を手渡す金子さん（左から２人目）

交流と絆を深める
親善訪問使節団歓迎式

祈願法要に参列する参加者祈願法要に参列する参加者歓迎式で自己紹介をする箱根中の生徒歓迎式で自己紹介をする箱根中の生徒

８
８
８
５

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る

神
奈
川
県
箱
根
町
か
ら
親
善

使
節
団
と
し
て
箱
根
中
学
校
の
生
徒

６
人
が
来
町
し
ま
し
た
。　

　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
歓
迎
式
で
は
自
己
紹
介
に
続
き
、

「
洞
爺
湖
で
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
が
楽

し
み
で
す
」「
洞
爺
湖
町
の
お
い
し

い
も
の
が
食
べ
た
い
で
す
」
な
ど
、

体
験
し
て
み
た
い
こ
と
を
発
表
。

　
７
日
ま
で
３
日
間
の
滞
在
中
、
両

町
の
中
学
生
は
交
流
と
絆
を
深
め
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
ま
し

た
。



町内で行われたイベントや活動を紹介します

戦火の記録を知る
戦争と平和展

鉄人たちの熱きドラマ
北海道トライアスロン

最初の種目の水泳に挑む選手最初の種目の水泳に挑む選手

戦争の惨禍を伝えた戦争と平和展戦争の惨禍を伝えた戦争と平和展

　

８
20

８
23

広報とうやこ広報とうやこ　　20220266 年年 1010 月月13

戦
争
の
記
録
を
学
び
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
「
戦
争
と
平

和
展
」
が
、
役
場
本
庁
舎
と
と
う
や

水
の
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
征
す
る
兵
士
の
た
め
に
作
ら
れ

た
「
出
征
旗
」
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
攻
撃
を
受
け
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
絵
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
、
戦
争

の
な
い
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
尋
ね
る
投
票
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、「
戦
争
を
し
な
い
約
束

を
大
切
に
す
る
こ
と
」
な
ど
に
多
く

の
票
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
か
ら
羊
蹄
山
ろ
く
を
舞

台
に
北
海
道
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
が
行
わ
れ
、
全
国
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

約
２
５
０
人
が
出
場
し
、
水
泳
、

自
転
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
構
成
さ
れ

る
最
長
１
６
２
㌔
の
コ
ー
ス
で
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。
珍
小
島
の
ス

タ
ー
ト
地
点
を
出
発
し
た
選
手
た
ち

は
、
疲
れ
や
夏
の
日
差
し
と
戦
い
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
自

転
車
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
み
の
コ
ー
ス

も
用
意
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
選

手
が
好
記
録
を
狙
い
ま
し
た
。

13

洞爺湖町のためにできること
国際ロータリーが表敬訪問

8
17

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
１
０

地
区
（
北
海
道
西
部
）
の
古

野
重
幸
ガ
バ
ナ
ー
（
札
幌
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
）
が
下
道
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
下
道
町
長
が
「
こ
の
町
に
は
、
入

江
・
高
砂
貝
塚
と
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

オ
パ
ー
ク
の
２
つ
の
世
界
遺
産
が
あ

り
ま
す
」
と
魅
力
を
紹
介
す
る
と
、

古
野
ガ
バ
ナ
ー
は
「
洞
爺
湖
の
景
色

が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
」
と
話
し
、
地
域
振
興

な
ど
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

下道町長と意見を交わす古野ガバナー（中央）下道町長と意見を交わす古野ガバナー（中央）

洞爺湖町の魅力を観光客に
虻高生が模擬ガイド

8
26

虻
田
高
校
（
佐
々
木
雅
治
校
長
）

の
３
年
生
12
人
が
遊
覧
船
で
の

模
擬
観
光
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
虻
田
中
学
校
１
年
生
25
人
を
対
象

に
３
班
に
分
か
れ
て
ガ
イ
ド
を
実

施
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た
パ

ネ
ル
を
使
い
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
特

産
品
の
紹
介
、
洞
爺
湖
や
中
島
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
り
、
ク
イ
ズ
を
出

し
な
が
ら
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
し
た
生
徒
は
「
中
学
生
が

真
剣
に
聞
い
て
く
れ
た
し
、
反
応
し

て
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

模擬ガイドを行う生徒たち模擬ガイドを行う生徒たち
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暮
ら
し

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金　

制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
案
内
や

事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

︻
対
象
と
な
る
人
︼

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
次

の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上

・
世
帯
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
93
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
、
前
年
の
所
得
額
が

約
４
９
２
万
円
以
下
の
人

︻
請
求
手
続
き
︼

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
れ
る
人

　
９
月
初
旬
ご
ろ
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

　
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
１
４
３
―
24
―
５
０
６
１
）

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

（
☎
74
―
３
０
０
２
）

令
和
８
年
度
﹁
歳
末
見
舞
金

贈
呈
事
業
﹂

　
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業
は
、
経

済
的
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
世

帯
に
対
し
て
歳
末
助
け
合
い
募
金

を
財
源
と
し
て
少
し
で
も
温
か
い

お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
「
歳
末
見
舞
金
」
を
贈
呈

す
る
事
業
で
す
。

︻
対
象
者
・
贈
呈
額
︼　
町
内
に
住

所
を
有
し
、
歳
末
見
舞
金
算
定
基

準
に
該
当
す
る
世
帯
（
年
間
収
入

が
生
活
保
護
基
準
の
25
万
円
を
目

安
と
し
て
上
回
ら
な
い
こ
と
）　

①
一
般
生
活
困
窮
者

１
世
帯
に

つ
き
１
万
円
（
２
人
以
上
の
世
帯

の
場
合
、
２
人
目
以
降
１
人
に
つ

き
５
千
円
追
加
）

②
独
居
老
人
生
活
困
窮
者

１
世

帯
に
つ
き
１
万
円

③
要
介
護
４
以
上
の
介
護
を
要
す

る
世
帯

１
世
帯
に
つ
き
１
万
円

※
生
活
保
護
受
給
者
、
福
祉
施
設

入
所
者
、
入
院
者
は
対
象
外

︻
申
請
方
法
︼
10
月
中
旬
ご
ろ
に

民
生
委
員
に
申
請
様
式
を
配
布
し

ま
す
。
希
望
者
は
事
務
局
か
民
生

委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
締
め

切
り
は
11
月
16
日
（
月
）
で
す
。

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
共
同
募
金

委
員
会
（
☎
76
―
４
３
６
３
）

歯
科
無
料
健
康
診
療
・
相
談

　
歯
や
口
の
不
安
に
関
す
る
巡
回

診
療
を
行
い
ま
す
。「
歯
が
し
み

る
、
痛
い
」「
歯
茎
が
腫
れ
る
」

な
ど
口
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
歯
、
口
の
状
態
を
確
か
め
る

た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
当
日
は
歯（
入
れ
歯
を
含
む
）

を
磨
い
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
結

果
は
後
日
送
付
し
ま
す

　
参
加
無
料
。
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
、
身
分
証
明
書
を

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

10
月
30
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

▼
場
　
所

洞
爺
湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
対
象
者　
清
水
、洞
爺
湖
温
泉
、

月
浦
、
花
和
、
洞
爺
地
区
在
住
の

人■
申
込
み
・
問
合
せ　
洞
爺
協
会

病
院
医
事
課
（
☎
74
―
２
５
５
５
）

流
木
の
無
償
提
供

　
海
や
川
に
流
れ
着
い
た
流
木
を

無
償
提
供
し
ま
す
。
ま
き
ス
ト
ー

ブ
な
ど
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

月
～
金
曜
日
10
時
～
16
時

▼
引
取
場
所

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
最
終
処
分
場

▼
申
込
方
法　
事
前
に
引
き
取
り

希
望
日
時
を
電
話
で
連
絡
し
、
西

お知らせ
information
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お知らせ

洞爺湖町民文化祭
とうや文化協会の文化祭が次の日程で行われます。
いずれも入場無料です（バザーは下記の食券が必要）。
【展示部門】
▶日　時　11月１日（日）～３日（火・祝）
　　　　　9時～ 17時（最終日は１5時まで）
▶場　所　洞爺総合センター集会室
【協賛バザー】そば販売（そば洞好会）
▶日　時　11月１日（日）11時～ 14時
▶場　所　洞爺総合センター和室
▶食券取扱所
洞爺総合支所、とうや水の駅（10月 23日まで）。
当日、会場でも販売します。

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
正
軽

油
に
関
す
る
情
報
は
次
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

▼
不
正
軽
油
１
１
０
番

０
８
０
０
―
８
０
０
２
―
１
１
０

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興
局
課
税
課

（
☎
０
１
４
３
―
24
―
９
５
８
２
）

募
　
集

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
薬
の

服
用
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
っ

て
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
予
約
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

▼
日
　
時

11
月
4
日
（
水
）
10
時
～
12
時

▼
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
☎
76
―
４
０
０
６
）

い
ぶ
り
広
域
連
合
事
務
所
に
「
流

木
引
取
申
請
書
」
を
提
出
。

■
問
合
せ

西
い
ぶ
り
広
域
連
合

（
☎
0
1
4
3
―
59
―
0
7
0
5
）

行
　
政

社
会
生
活
基
本
調
査

　
総
務
省
統
計
局
（
北
海
道
）
で

は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
道
民
生
活
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
統
計
法
（
国
の
統
計
に
関
す

る
基
本
的
な
法
律
）
に
基
づ
き
実

施
す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。

　
調
査
結
果
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
状
況
の
把
握
な
ど
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
各
種
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
。
回
答
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

15

を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
で
き
る
ほ
か
、
紙
の
調
査
票
で

も
回
答
で
き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
回
答
可
能
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
ぜ
ひ
活
用
く

だ
さ
い
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課
（
☎
74
―
３
０
０
４
）

海
岸
に
船
な
ど
を
放
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　
浜
町
付
近
の
海
岸
一
帯
に
、
船

や
取
水
用
の
パ
イ
プ
な
ど
が
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
海
岸
に
、
許
可
な
く
工
作
物
を

設
置
し
た
り
船
な
ど
を
置
く
こ
と

は
、
海
岸
法
第
７
条
、
第
８
条
に

違
反
す
る
行
為
で
す
の
で
、
た
だ

ち
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
建
設
管
理
部
洞

爺
出
張
所
（
☎
76
―
２
１
１
１
）

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

　
北
海
道
で
は
、不
正
軽
油
を「
作

ら
な
い
」、「
売
ら
な
い
」、「
買
わ

な
い
」、「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉

に
関
係
団
体
と
不
正
軽
油
撲
滅
の

▲アップル
ストア

▲グーグル
プレイ

洞爺湖町総合文化祭
洞爺湖町文化団体協議会の文化祭が次の日程で行
われます。いずれも入場無料です。
【ステージ部門】
▶日　時　10月 18日（日）12時開場（13時開演）
▶場　所　あぶたふれ合いセンター
【展示部門】
▶日　時　10月 24日（土）９時～17時
	 25 日（日）９時～16時
▶場　所　あぶた体育館
１．ワイヤー・アート体験
10月24日（土）10時（先着 20人）
２．楽々己書体験
10月 25日（日）10時 30分（先着 20人）
【虻田吹奏楽団定期演奏会】
▶日　時　11月14日(土)18時開場（18時30分開演）
▶場　所　あぶたふれ合いセンター



映
画
上
映
﹁
マ
マ
を
や
め
て

も
い
い
で
す
か
？
﹂

　
子
育
て
中
の
母
親
と
、
そ
の
母

親
を
支
え
る
人
向
け
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
会
を
子
育

て
サ
ー
ク
ル
「
マ・メ
ー
ル
の
会
」

と
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
託
児
付

き
の
た
め
、
子
ど
も
と
一
緒
に
参

加
で
き
ま
す
。
各
回
の
終
了
後
は

参
加
者
で
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日　
時

10
月
24
日
（
土
）

１
回
目　
13
時
30
分
～
15
時

２
回
目　
16
時
～
17
時
30
分

▼
場　
所　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

洞
爺
湖
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

︵
☎
０
７
０
―
６
６
０
３
―
４
９
１
５
）

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
製
作
教
室

　
ア
イ
ヌ
文
化
の
ル
ウ
ン
ペ
の
刺

し
ゅ
う
を
施
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を

飾
れ
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
る
教

室
で
す
。
電
話
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

10
月
10
日（
土
）、12
日（
祝・月
）、

21
日（
水
）９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
申
込
み
・
問
合
せ

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
（
☎
76
―
２
７
９
４
）

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
法
律

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

　
希
望
す
る
人
は
２
日
前
の
17
時

ま
で
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

役
場
住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年

金
係
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
枠

が
埋
ま
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

▼
日
　
時　
①
11
月
５
日
（
木
）

②
11
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

▼
場
　
所　

①
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場
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全国で自然災害による警報が発表されています。気象警報と避難指示を理解し、災害に備えましょう。気象
庁の警戒レベル３、４は避難準備や自主判断で避難する目安です。

▼避難指示の発令方法
避難指示は町が発令。避難が必要な場合は町公式

LINEや X、ホームページ、防災無線で呼びかけます。
▼避難指示の判断はどうやって行っているの？
①レベル３以上の警報発表②気象庁のキキクルと

浸水区域や土砂災害警戒区域の重なった地域を確認
③雨雲の動きや今後想定される雨量
　上記の①～③を総合的に判断し、避難が必要と判
断された地区に避難指示を町が発令します！
▼キキクルって何？４つのキキクル
キキクルは、雨や洪水などの危険度が高まってい

る場所を地図上で確認できる気象庁の危険度分布情
報です。範囲は１平方㌔のマスで表示され、避難指

示の判断は次の①～④で行います。
①土砂キキクル 大雨による土砂災害の危険度②浸
水キキクル 短時間強雨による内水氾濫の危険度③
洪水キキクル 中小河川における洪水災害（氾濫）
の危険度④大雨キキクル 浸水キキクルと洪水キキ
クルの危険度を重ね合わせて一体的に表示
▼日頃から自分で浸水区域や土砂災害警戒区域を確
認しておきましょう！（インターネットで検索可能）
1．洞爺湖町雨水出水浸水想定区域 １時間に 130
㍉の雨が降った場合の浸水想定（本町、洞爺湖温泉、
月浦のみ）
2．北海道土砂災害警戒情報システム 土砂災害警
戒区域と土砂キキクルの範囲を重ねて表示されます

とうやことうやこ
No.63 新しい防災気象情報の新しい防災気象情報の
 運用と 運用と「「避難指示避難指示」」

申請
受付中

▲ウェブサイト
はこちら

※おかけ間違いに
ご注意ください。

給付対象

給付内容

申請期限

令和８年５月１日時点の道内の全世帯主
アプリ申請：どうみんポイント5,500円相当
郵送申請：JCBギフトカード5,000円相当
令和８年11月16日（月）

申請はお済みでしょうか？
対象となる世帯主の皆様に申請に必要な
「案内はがき」をお送りしています。（６月下旬頃）

はがきが届いていない方や紛失された方は、
お早めにお問い合わせください。
「案内はがき」の再発行には時間がかかります。

       

事業者の方へ ポイント取扱店舗への登録は、令和８年10月31日（土）まで受け付けています。
［事業者専用コールセンター］ 0120-651-745（無休9～17時）

［利用者専用コールセンター］0120-842-076（無休9～17時）
※おかけ間違いにご注意ください。

・即日ポイント給付
・ポイント取扱店舗約10,000店舗
・民間ポイントへ交換可能
・道からのお得な情報発信

道民の
皆様へ

ギフトカードお届けまで約３週間

道民ポイントの申請受付
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お知らせ

17

心からおくやみ
　　　　　申し上げます

故中野ヨシ子さん
■８月７日■ 96歳■遺族は辰男さん■財田
故小笠原美夫さん
■８月 16日■ 73歳■遺族は絹江さん■洞第１
故矢野千枝子さん
■８月 21日■ 89歳■遺族は正寿さん■香川
故平賀道廣さん
■９月 11日■ 80歳■遺族は美津子さん■温８区
故佐藤正人さん
■９月 14日■ 71歳■遺族は仁美さん■虻５区

８月21日から９月20日届出分
広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

▼
担
　
当　

①
葛
生
翔
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士
（
の
ぼ
り
べ

つ
法
律
事
務
所
）

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
﹂
開
催

相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時

①
10
月
17
日(

土)

②
11
月
21
日

(

土)

９
時
30
分
～
12
時

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ

北
海
道
行
政
書
士
会
室
蘭
支
部

（
☎
82
―
７
０
２
３
担
当
:
河
合
）

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

（
☎
74
―
３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の
　
　

出
張
相
談
会

働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
た
い
人
の
就

労
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
、
就

職
・
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日
　
時

11
月
12
日
（
木
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対
　
象

15
歳
～
49
歳
の
人
と

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

平
ら
か
に
過
ご
す
一
日
や
秋
の
天

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

最
果
て
の
向
か
う
に
平
和
秋
う
ら
ら

　
　

亀
倉
千
鶴
子

六
十
五
年
ぶ
り
の
再
会
秋
桜

　
　

長
曾
我
部
弓
子

星
月
夜
古
き
ア
ル
バ
ム
又
開
く

　
　
　
　
　
　

川
上
智
恵

朝は晴れていても、午後には天気が急変し、突然
の雷雨となることがあります。これは、大気の状態
が不安定となって発達した積乱雲によるものです。
発達した積乱雲がもたらす大雨は、雷を伴い短時

間で狭い範囲に激しく降り、降り始めから、わずか
10分程度で河川の増水や道路の冠水などの災害にな
ることがあります。
また、雷は、海上や平野部など場所を選ばず発生

し、周囲より高い物体に落ちやすい特徴があります。
さらに、竜巻は発達した積乱雲に伴って発生する現

象で、漏斗状の雲を伴い短時間に狭い範囲へ集中し
て甚大な被害をもたらします。
「真っ黒い雲」「雷の音」「急な冷たい風」といった
変化は積乱雲が近づいているサインです。屋外では、
気象情報をこまめに確認しつつ、空の変化には常に
注意を払い、積乱雲が近づくサインを見逃さないこ
とが大切です。
竜巻の発生しやすい気象状況になっている時に、

「気象防災速報（竜巻注意）」という情報が発表され
ます。また、竜巻の目撃情報が得られた場合には「気
象防災速報（竜巻目撃）」という情報が発表されます。
これらの情報が発表されたら、頑丈な建物内に移動
するなど、身の安全の確保に努めてください。

「急な大雨・雷・竜巻から身を守る」「急な大雨・雷・竜巻から身を守る」

気象台からの
お知らせ

▶雨雲の動き
（ナウキャスト）

▶リーフレット
「急な大雨・雷・竜
巻―ナウキャスト
の利用と防災―」

家
族

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
１
４
３
―
50
―
６
１
８
６
）

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

︿
寄
付
物
品
﹀大
友
靖
子
さ
ん（
虻

８
区
）、
下
妻
未
乃
さ
ん
（
温
３

区
）、
高
橋
石
油
、
ヤ
ス
コ
美
容

室
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町
は
10
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す（
異
動
先
、︿
﹀内
に
異
動
元
、

氏
名
の
順
に
記
載
）。

︻
町
長
部
局
︼

■
部
長
職
▽
経
済
部
長
︿
経
済
部

長
兼
建
設
課
長
﹀
佐
野
大
次
▽
洞

爺
総
合
支
所
長
兼
経
済
部
参
与

（
農
業
振
興
）
兼
洞
爺
総
合
支
所

地
域
振
興
課
長
︿
洞
爺
総
合
支
所

長
兼
経
済
部
参
与
（
農
業
振
興
）

兼
経
済
部
農
業
振
興
課
長
兼
洞
爺

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
﹀
若
木

渉■
課
長
職
▽
健
康
福
祉
課
長
︿
子

育
て
支
援
課
長
﹀
平
間
義
陸
▽
健

康
福
祉
課
参
事︿
介
護
高
齢
課
長
﹀

鎌
田
智
子
▽
産
業
環
境
課
長
︿
産

業
振
興
課
長
﹀
兼
村
憲
三
▽
農
業

振
興
課
長
︿
健
康
福
祉
課
長
﹀
高

橋
憲
史
▽
建
設
課
長
︿
生
活
環
境

課
長
﹀
高
橋
謙
介

■
課
長
補
佐
職
▽
総
務
課
自
治
防

災
室
長
兼
自
治
振
興
係
長
︿
総
務

課
自
治
防
災
室
長
﹀
矢
野
和
男
▽

住
民
税
務
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康

保
険
係
長︿
住
民
税
務
課
長
補
佐
﹀

飯
村
直
樹
▽
健
康
福
祉
課
主
幹

（
栄
養
）︿
健
康
福
祉
課
主
幹
（
栄

養
）
兼
子
育
て
支
援
課
主
査
（
栄

養
）﹀
仙
波
千
晴
▽
健
康
福
祉
課

主
幹
（
保
健
）︿
健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
長
﹀
大
塚
千
恵
▽
健
康

福
祉
課
本
町
保
育
所
長
兼
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
︿
子
育
て
支

援
課
本
町
保
育
所
長
兼
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
﹀
中
村
絵
理
子

▽
健
康
福
祉
課
入
江
保
育
所
長
兼

桜
ヶ
丘
保
育
所
長
︿
子
育
て
支
援

課
入
江
保
育
所
長
兼
桜
ヶ
丘
保
育

所
長
﹀
川
野
名
恵
▽
健
康
福
祉
課

洞
爺
保
育
所
長
︿
子
育
て
支
援
課

洞
爺
保
育
所
長
﹀
斉
藤
真
枝
▽
産

業
環
境
課
長
補
佐
兼
水
産
・
商
工

係
長
︿
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
水

産
・
商
工
係
長
﹀
村
上
友
和
▽
産

業
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係

長
︿
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
係
長
﹀
佐
々
木
真

悟
▽
産
業
環
境
課
長
補
佐
兼
主
査

（
環
境
衛
生
）︿
生
活
環
境
課
長
補

佐
兼
環
境
衛
生
係
長
﹀
髙
橋
淳
一

▽
建
設
課
長
補
佐
︿
建
設
課
長
補

佐
兼
建
築
係
長
﹀
小
玉
照
寿
▽
上

下
水
道
課
長
補
佐
︿
上
下
水
道
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
﹀
今
谷
聡
夫

■
係
長
職
▽
政
策
推
進
課
地
域
創

生
係
長
︿
政
策
推
進
課
ふ
る
さ
と

納
税
係
長
兼
地
域
振
興
係
長
﹀
佐

藤
雅
隆
▽
政
策
推
進
課
Ｄ
Ｘ
推
進

係
長
︿
政
策
推
進
課
情
報
推
進
係

長
﹀
菊
地
慶
洋
▽
健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
長
︿
健
康
福
祉
課
主

査
（
予
防
）
兼
介
護
高
齢
課
主
査

（
予
防
）﹀
小
柳
寛
恵
▽
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
係
長
︿
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
長
兼
健
康
福

祉
課
主
査
（
こ
ど
も
）﹀
佐
久
間

万
記
子
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
子

育
て
）︿
子
育
て
支
援
課
保
育
係

長
﹀
原
美
夏
▽
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
係
長
︿
介
護
高
齢
課
介
護
保

険
係
長
﹀
近
藤
裕
幸
▽
健
康
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
係
長
︿
介
護
高

齢
課
高
齢
者
・
地
域
包
括
支
援
係

長
﹀
橋
浦
弥
里
▽
健
康
福
祉
課
本

町
保
育
所
副
所
長
︿
子
育
て
支
援

課
本
町
保
育
所
副
所
長
﹀
牧
千
絵

▽
健
康
福
祉
課
本
町
保
育
所
主
査

︿
子
育
て
支
援
課
本
町
保
育
所
主

査
﹀
永
井
多
美
▽
健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
︿
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

主
査
﹀
平
口
千
春
▽
健
康
福
祉
課

入
江
保
育
所
副
所
長
︿
子
育
て
支

援
課
入
江
保
育
所
副
所
長
﹀
長
谷

川
尊
裕
▽
健
康
福
祉
課
桜
ヶ
丘
保

育
所
副
所
長
︿
子
育
て
支
援
課

桜
ヶ
丘
保
育
所
副
所
長
﹀
阿
部
真

奈
美
▽
健
康
福
祉
課
洞
爺
保
育
所

副
所
長
︿
子
育
て
支
援
課
洞
爺
保

育
所
副
所
長
﹀
藤
野
奈
穂
子
▽
観

光
振
興
課
観
光
振
興
係
長
兼
観
光

施
設
係
長
︿
観
光
振
興
課
観
光
振

興
係
長
兼
火
山
科
学
館
係
長
﹀
大

木
佑
介
▽
農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
長
︿
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

長
兼
土
地
改
良
推
進
係
長
﹀
山
本

玲
▽
建
設
課
管
理
維
持
係
長
︿
生

活
環
境
課
道
路
維
持
係
長
﹀
天
羽

賢
司
▽
建
設
課
主
査（
道
路
）︿
生

活
環
境
課
主
査
（
道
路
）﹀
加
藤

孝
司
▽
建
設
課
土
木
係
長
兼
都
市

計
画
係
長
︿
建
設
課
土
木
係
長
兼

管
理
係
長
兼
都
市
計
画
係
長
﹀
泰

地
敬
介
▽
建
設
課
建
築
住
宅
係
長

︿
建
設
課
住
宅
係
長
﹀
小
野
寺
登

志
▽
上
下
水
道
課
業
務
係
長
︿
上

下
水
道
課
営
業
係
長
兼
主
査
（
簡

易
水
道
）﹀
三
島
珠
実
▽
上
下
水

道
課
主
査
（
水
道
）︿
総
務
課
自

治
防
災
室
自
治
振
興
係
長
﹀
楽
木

拓
郎

︻
教
育
長
部
局
︼

■
課
長
補
佐
職
▽
教
育
推
進
課
長

補
佐
︿
教
育
推
進
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
兼
教
育
政
策
係
長
﹀
春
名

宣
寛
▽
社
会
教
育
課
長
補
佐
︿
社

会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係

長
﹀
大
楽
泰
生

■
係
長
職
▽
教
育
推
進
課
学
校
教

育
係
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係

長
︿
教
育
推
進
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
﹀
尾

﨑
文
郎
▽
社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
長︿
社
会
教
育
課
文
化・ス
ポ
ー

ツ
係
長
﹀
藤
川
安
永
▽
社
会
教
育

課
文
化
財
・
芸
術
係
長
兼
経
済
部

観
光
振
興
課
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
・

縄
文
世
界
遺
産
推
進
室
主
査
（
縄

文
）︿
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長

兼
経
済
部
観
光
振
興
課
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
・
縄
文
世
界
遺
産
推
進
室

主
査
（
縄
文
）﹀
澤
野
慶
子
▽
社

会
教
育
課
主
査
（
芸
術
）︿
社
会

教
育
課
洞
爺
湖
芸
術
館
係
長
﹀
中

谷
麻
美

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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さわやかだ
より

「聞こえづらさ」感じていませんか？感じていませんか？

問合せ　問合せ　健康福祉課（☎ 76-4006）健康福祉課（☎ 76-4006）

40歳代から高音域の聴覚の衰えは始まり、さらに
70歳を超えるとほとんどの人が軽度難聴～中等度難
聴レベルまで低下してしまいます。65 ～ 74 歳では
3人に 1人、75歳以上では約半数が難聴に悩んでい
るといわれています。
聞こえづらい状態が進むと、「必要な音が聞こえず、

危険を察知する能力が低下する」「家族や友人との会危険を察知する能力が低下する」「家族や友人との会
話がうまくいかなくなる」「社会的に孤立し、うつ状話がうまくいかなくなる」「社会的に孤立し、うつ状
態になる」など、生活の中でさまざまな支障が起きる態になる」など、生活の中でさまざまな支障が起きる
可能性があり、このような状態が続くと、認知機能に可能性があり、このような状態が続くと、認知機能に
影響をもたらすとも言われています。気になったら、影響をもたらすとも言われています。気になったら、
補聴器を作る前に、耳鼻科などで相談しましょう！補聴器を作る前に、耳鼻科などで相談しましょう！

聴覚の身体障害者手帳の交付を受けると、補聴器購入費用の
給付を受けられることがあります（一部自己負担あり）。
　手続きに必要なものなど、事前にお問い合わせください。
　※手帳をお持ちではない方への補助は、洞爺湖町では行って
　　いません

■聴覚障がいのある方

補聴器

【聞こえづらくなる原因は？】
①加齢によるもの：40歳以降に徐々に低下し、高い音から聞こえにくくなる

　②騒音によるもの：仕事環境、ヘッドホンで大音量で音楽を聴く習慣など
　③耳あかや異物の詰まり
　④耳の病気：中耳炎（感染による）・耳硬化症（骨が固くなる）
　⑤突発性難聴：突然片耳が聞こえなくなる。ストレスや血流障害が関与する

【難聴の予防】
耳にやさしい生活を心がける
　・大音量でテレビを見たり、音楽を聴いたりしない
　・騒音など、大きな音が常時
　　出ている場所を避ける
　・静かな場所で耳を休ませる
　　時間をつくる　

老化を遅らせるための生活習慣の見直し
　・栄養バランスがとれた食事 
　・適度な運動
　・規則正しい睡眠

早期発見、早期治療のために定期的な耳鼻科受診を
　・耳鼻科で聞こえの検査を受ける
　・早期に補聴器で聞こえをサポートする

□家族に「テレビやラジオの音量が大きい」とよ
　　くいわれますか

　□大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会
　　話は、聞きたい人の声が聞きづらいと感じますか
　□大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会　□大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会

　※チェック項目が１つ以上当てはまる場合は、耳鼻科などの受診をお勧めします。
　　病気や耳あかによる場合も考えられますので、「耳が聞こえづらいのは年のせいだ」と決めつけず、耳
　　鼻科で診てもらうようにしましょう！

「聞こえ」の状態をチェックしてみましょう！
□会話しているとき、聞き返すことがよくありま　

　　すか

　□相手の言った内容を聞き取れなかったとき、憶　　
　　測で判断することがありますか

　□電子レンジの「チン」という音や、
 ドアのチャイムの音が聞こえにく
 いと感じることがありますか
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今月の
１冊

新
刊
案
内

絵本の玉手箱　10月のおはなし会
■日　時 ①10月13日(火)、27日（火）10時～11
時30分②10月16日（金）14時～15時30分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
ハロウィンパーティー（仮装コンテスト、ゲームなど）
■日　時 10月31日(土)13時30分～15時
■場　所　あぶた母と子の館（体育館）
■対　象　小学生
■問合せ　佐藤（☎76-2487）
ピノキオの会読み聞かせ
■日　時 10月1５日(木)14時20分～14時50分
■場　所 虻田小学校図書室
■問合せ 松本（☎76-2613）

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

重い？軽い？重さのふしぎ
「わからない」がわかる！理科のふしぎ
尾嶋好美

身のまわりの素材による重さの違
いや、水中・空気の重さ、ものの
つり合いといった重さのふしぎ
を、実験やクイズを通して楽しく
学べる児童向け書籍です。（あぶ
た読書の家所蔵）

今月の
リポーター
白川美穂さん

vol.101

移
住
し
て
か
ら
、
噴
火
湾

に
沈
む
夕
日
を
眺
め
な

が
ら
庭
で
過
ご
す
時
間
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
庭
で
は
、
ア
サ

ツ
キ
な
ど
食
べ
ら
れ
る
野
菜
の

成
長
を
見
守
り
つ
つ
、
自
分
が

植
え
た
野
菜
の
収
穫
に
向
け

て
、
鎌
を
持
っ
て
せ
っ
せ
と
草

刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

菜
園
づ
く
り
で
す
が
、
２
つ
の

驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
イ
ネ
科
や
タ
ン

ポ
ポ
な
ど
葉
を
大
き
く
広
げ
る

草
を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
、
あ

ら
わ
に
な
っ
た
表
土
が
次
々
と

カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
野
菜
を

育
て
る
の
に
土
い
じ
り
を
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な

こ
と
は
初
め
て
で
し
た
。
し
か

し
、
水
気
を
好
む
植
物
も
元
気

な
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
有
珠
山

に
近
い
こ
の
庭
の
土
に
は
、
水

は
け
の
良
い
軽
石
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。

　
２
つ
目
は
、
そ
の
乾
い
た
土

で
育
っ
た
初
収
穫
の
ト
マ
ト
が

驚
く
ほ
ど
甘
か
っ
た
こ
と
で

す
。「
乾
い
た
土
地
で
育
つ
ト

マ
ト
は
甘
く
な
る
」
と
い
う
こ

と
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

動
を
通
じ
て
、「
軽
石
を
多
く

含
ん
だ
火
山
灰
土
壌
が
、
お
い

し
い
野
菜
や
果
物
を
育
む
」
と

お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
我
が

家
の
庭
で
も
ま
さ
に
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
地
面
が
乾
か
な
い
よ
う
に
草

を
高
刈
り
し
た
り
、
刈
草
を
地

面
に
敷
く
な
ど
試
行
錯
誤
の
菜

園
は
今
日
も
良
い
実
り
で
す
。

日
々
の
暮
ら
し
で
見
つ
け
た
こ

の「
豊
か
な
火
山
の
恵
み
」を
、

こ
れ
か
ら
も
町
の
内
外
へ
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　

般＞

▽
決
裂
︵
堂
場
瞬

一
︶
▽
一
滴
の
沈
黙
︵
相
場
英

雄
︶
▽
二
月
の
憂
鬱
な
君
へ　
お

蔦
さ
ん
の
神
楽
坂
日
記
︵
西
條
奈

加
︶
▽
フ
ァ
イ
ア・ド
ー
ム＜

上・

下

＜

︵
辻
村
深
月
︶
▽
た
ぶ
ん
、

恋
し
い
︵
一
穂
ミ
チ
︶
▽
夜
の
恩

寵
︵
三
浦
し
を
ん
︶
▽
夏
帆　
Ｔ

ｈ
ｅ　
Ｔ
ａ
ｌ
ｅ　
ｏ
ｆ　
Ｋ
Ａ

Ｈ
Ｏ
︵
村
上
春
樹
︶
▽
陽
子
さ
ん

は
お
元
気
で
す
か
？
︵
山
内
マ
リ

コ
︶

＜

児
童
書＞

▽
ろ
め
ん
で
ん

し
ゃ
で
お
で
か
け
︵
間
瀬
な
お
か

た
︶
▽
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
い

ち
に
ち
︵
あ
い
は
ら
い
く
こ
︶
▽

み
お
ち
ゃ
ん
も　

猫
す
き
だ
よ

ね
？
︵
神
戸
遥
真
︶
▽
迷
子
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
︵
嘉
成
晴
香
︶
▽
私

立
探
検
家
学
園
８　
さ
よ
な
ら
の

子
ど
も
た
ち
︵
斉
藤
倫
︶
▽
秋
の

食
べ
も
の　
季
節
を
感
じ
る
旬
の

食
べ
も
の
図
鑑
３︵
吉
田
企
世
子
︶

▽
び
っ
く
り
発
見
！
こ
ど
も
農
園　

畑
の
虫
か
ら
野
菜
を
ま
も
る
︵
農

文
協
︶

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　
般＞

▽
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団　

森
へ
つ
づ
く
道
︵
池
井
戸
潤
︶
▽
永

遠
の
記
憶
︵
東
野
圭
吾
︶
▽
は
じ
ま

り
の
ス
ー
プ
︵
妹
尾
ま
い
こ
︶
▽
お

に
が
わ
ら
う
︵
畠
中
恵
︶
▽
月
が
き

れ
い
な
夜
に
、
誰
か
に
思
い
出
し
て

ほ
し
か
っ
た
︵
川
代
紗
生
︶

＜

児
童
書＞
▽
英
語
で
も
よ
め

る
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
︵
エ
リ
ッ

ク
・
カ
ー
ル
︶
▽
よ
る
の
は
く
あ

き
︵
か
わ
さ
き
し
ゅ
ん
い
ち
︶
▽

う
ど
ん
対
ラ
ー
メ
ン　
や
き
そ
ば

の
逆
襲
︵
田
中
六
大
︶
▽
き
の
こ

レ
ス
ト
ラ
ン
︵
新
開
孝
︶
▽
ヘ
イ
　

ベ
イ
ビ
ー
！
い
ま
、こ
の
く
ら
い
。

（
新
開
孝
）
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秋
の
火
災
予
防
運
動

消
防
だ
よ
り
119119

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
全
道

一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
寒
い
時
期
を

迎
え
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機

器
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
の
で
、
十
分
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
消
防
車
に
よ
る
火
災

予
防
広
報
や
19
時
の
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使
用
す
る

た
め
に

・
シ
ー
ズ
ン
初
め
は
必
ず
清
掃
を

し
、
安
全
点
検
を
行
う

・
不
良
灯
油
︵
古
く
な
っ
て
変
質

し
た
灯
油
な
ど
︶
を
使
用
し
な
い

・
給
油
す
る
際
は
火
を
消
し
て
か

ら
行
う

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
な
ど

を
干
さ
な
い

・
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く

に
置
か
な
い

・
就
寝
時
や
外
出
時
は
、
火
が
完
全

に
消
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

　
災
害
情
報
の
確
認
方
法

西
い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
開
設︵
西
胆
振
行
政
事
務
組
合・

室
蘭
市
お
よ
び
登
別
市
消
防
本
部

の
１
１
９
番
を
室
蘭
市
に
て
一
括

受
信
︶
に
伴
い
西
胆
振
行
政
事
務

組
合
管
内
で
発
生
し
た
災
害
の
案

内
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
災
害
案
内
番
号
は　

０
５
０
︱
５
８
１
０
︱
１
９
１
６

で
す
。
※
こ
れ
ま
で
の
番
号
︵
23

︱
７
１
７
１
︶
は
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
消
防
の
出
動
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
携
帯
電
話
な
ど
へ

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
推
奨
し

て
い
ま
す
の
で
災
害
発
生
前
に
登

録
を
し
て
安
心
・
安
全
な
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
災
害
発
生
中
は
１
１
９

番
や
消
防
本
部
、
各
署
所
代
表
電

話
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
正
確
な
情
報
収
集
と
円

滑
な
対
応
の
た
め
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細

は
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://nfd119.

sakura.ne.jp/index.htm
l

︶

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

提供する
災害情報 火災や救助、住民生活に支障を生じる自然災害の情報

登録方法

【QRコード】
　スマートフォンなどからQRコードを
　読み取り、空メールを送信後に、返信
　されたURL から手順に従い、登録して
　ください。

【メール】
　下記のメールアドレスに直接、空メールを送信し、
返信されたURL から手順に従い登録してください。
　アドレス　jumin.nishiiburi-fd@fs119.speecan.jp

その他

※システムは無料でご利用いただけますが、別途、通
　信料がかかります
※設定方法については、携帯電話各社・お使いの機種
　により異なりますので、不明な場合はそれぞれの購
　入店舗などにご相談ください。消防署では、設定方
　法についてお答えすることができませんので、ご了
　承ください。

地
震
の
と
き
、
自
動
で
電
気
を

遮
断
で
き
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
よ
る
火
災
の
過
半
数

は
、
電
気
が
原
因
と
い
う
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
地
震
が
引

き
起
こ
す
電
気
火
災
と
は
、
地
震

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で

電
気
火
災
対
策
を
！

電
気
火
災
対
策
を
！

の
揺
れ
に
よ
る
電
気
機
器
か
ら
の

出
火
や
、
停
電
が
復
旧
し
た
際
に

電
気
ス
ト
ー
ブ
が
作
動
し
た
り
、

通
電
し
た
電
気
コ
ー
ド
が
シ
ョ
ー

ト
し
た
り
し
て
、
周
辺
に
散
乱
し

た
も
の
に
着
火
し
火
災
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、地
震
発

統
一
標
語

　『
火
の
確
認

　
い
い
日
を
支
え
る

い
い
習
慣
』

生
時
に
設
定
値

以
上
の
揺
れ
を

感
知
す
る
と
ブ

レ
ー
カ
ー
や
コ

ン
セ
ン
ト
な
ど

の
電
気
を
自
動

で
止
め
る
器
具

の
こ
と
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
の
設
置
は
、

不
在
時
や
ブ
レ

ー
カ
ー
を
切
っ

て
避
難
す
る
余

裕
が
な
い
場
合

に
電
気
火
災
を

防
止
す
る
有
効

な
手
段
で
す
。
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9 月 1日（火）から 5日（土）までの 5日間、
JICA 北海道（札幌）が招へいした、中南米のメ
キシコ、チリ、エクアドルなどからの火山防災関
係者の研修員を洞爺湖有珠山ジオパークで受け入
れました。
　滞在中、研修員は洞爺湖ビジターセンター・火
山科学館や西山山麓火口周辺の散策路などを巡
り、有珠山の 2000年噴火の教訓と防災対策を学
びました。

ジオパーク推進協議会ではこの研修と連動し
て、壮瞥町地域交流センター山美湖を会場に、ジ
オパークカフェ「火山地域における持続可能な地
域づくり」を開催しました。伊達市の防災アドバ
イザーである宇井忠英先生による2000年噴火対
応の講演に続き、研修員が自国の噴火対応や避難
の経験を報告し、会場の市民と活発に意見を交わ
しました。国境を越えて火山防災の知見を分かち
合う、貴重な機会となりました。

中南米の火山防災関係者（JICA 研修員）を受け入れました

誰にでもすぐできる！火山実験の器具を貸し出しています！
火山の仕組みや火山災害を楽しく学べる実験装置一式を貸し出しています。学校の授業や地域の

イベント、自主学習会などで、火山防災への理解を深める体験学習にぜひご活用ください！
　貸出器具：【溶岩ドーム実験装置】昭和新山などで見られる溶岩ドームを再現できます。
　貸出対象：学校や地域の各種団体・イベント主催者など（数量は事前にご相談ください）
用意するもの　・クエン酸　小さじ１　・重曹　小さじ１　・グミ　２～３粒
　　　　　　　・お湯　　　大さじ２　・割りばし　１本　・実験装置
　　　　　　　※実験装置以外の消耗品は各自で用意してください。
＜実験手順＞
①お湯で溶かしたグミを容器に入れる
②クエン酸を加えて混ぜる
③重曹を一気に入れて混ぜる
④ブクブク泡が噴き出して大成功！
　クエン酸と重曹が反応して二酸化炭素
の泡が発生。これは火山でマグマのガス
が膨らんで噴火する仕組みとそっくり。溶
けたグミのねばりがマグマの粘り気を表し
ています。

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）
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9月19日 (土 )～
11月29日 (日 )

特別展　木のかたち　はじめて会う砂澤ビッキ展

10月13日（火）
コグニの集い
時  10：00～ 11：30
所 洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

14 日（水）
げんきクラブ
時  13：15～ 14：45
所 ウトゥラノ（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞

15日（木）

脳の健康教室
時  9：45～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
乳児・５歳児健診
時  13：00～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
無料法律相談会

16 日（金）

保育所開放
時  10：00～ 11：30
所 入江保育所（☎ 76-4317）
あぶた麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

17 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

19 日（月）
第 18回洞爺湖町高齢者運動会
時  ９：30～
所  あぶた体育館（☎ 74-3001 ＜健康福祉課＞）

20日（火）
脳トレサロン
時  10：00～ 11：30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
脳の健康教室

22 日（木） 時  9：45～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

23日（金）

保育所開放
時  10：00～ 11：30
所 本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所 洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
札幌バスツアー検診

27 日（火） 時  6：30に洞爺駅前集合
所 対がん協会札幌がん検診センター（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）
脳の健康教室

29 日（木） 時  9：45～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

30日（金）

保育所開放
時  10：00～ 11：30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
あぶた麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所 洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

11月１日（日）
洞爺湖芸術館×無印良品シエスタハコダテ×と
うや水の駅 2026「アート×つながる市」

４日（水）
献血
時  10：00～ 12：00
所  洞爺湖町役場（☎ 76-4006＜健康福祉課＞）

４日（水）

特定健診・胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査
時  ７：00～
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）

5日（木）
～７日（土）

特定健診・胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査
時  ７：00～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

５日（木）

脳の健康教室
時  9：45～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

６日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺保育所（☎ 82-5559）
あぶた麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所 駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

10日（火）

子育て教室「キラキラティータイム」
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センターさわやか（☎76-2008＜子育て支援センター＞）
コグニの集い
時  10：00～ 11：30
所 洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

11 日（水）
げんきクラブ
時  13：15～ 14：45
所 ウトゥラノ（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞

12日（木）

脳の健康教室
時  9：45～ 15：00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13：30～ 15：00
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞

13日（金）

保育所開放
時  10：00～ 11：30
所 入江保育所（☎ 76-4317）
あぶた麻雀サロン
時  13：30～ 16：30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 16詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベントピックアップイベント
洞爺湖芸術館からのお知らせ

《開館時間》9：30～ 17：00　月曜休館
※受付は16：30まで、月曜が祝日の場合は翌日休館

特別展　木のかたち　はじめて会う砂澤ビッキ展
　砂澤ビッキの多彩な作品と人物像を紹介します。
■日　程　9 月 19日（土）～ 11月 29日（日）

洞爺湖芸術館×無印良品シエスタハコダテ×とうや水の駅
2026「アート×つながる市」
　シエスタハコダテからの無印良品の移動販売が水の駅に
やってくる！芸術館ワークショップのほか、町内、函館か
ら人気ショップも多数出店。詳しくは町ホームページの「洞
爺湖芸術館」から確認できます。
■日　時　11月 1日（日）11：00～ 14：30
■場　所　とうや水の駅
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87－2525）

ｐ 17詳

ｐ 17詳
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東奔西走

スマートフォンを活用して行われた今回の防災訓練。
一時集合場所で取材に協力してくれた方から改善の

アイディアもいただきました。課題を解消してより安全
な避難方法を町全体で考えていきたいです。（Ｄ . Ｙ）

11年ぶりの５連休となった今年のシルバーウィーク、皆さんはどのように過ごされましたか？私は連休初日に
エスコンフィールドでファイターズ戦を観戦してきました。
生で見る試合は見ごたえがあり楽しかったです！（M.O）

スポットライト

Spotlight

prof i le　昭和48年10月
13日生まれ。伊達市出身。

いけまぜ inとうやこ呼び掛け人

臼井 清美さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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今
夏
、
町
内
で
行
わ
れ
、
２

日
間
で
延
べ
１
２
０
０
人

以
上
が
集
ま
っ
た
「
い
け
ま
ぜ
夏

フ
ェ
ス
」。
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
共
に
混
ざ
り
合
っ
て
生
き

て
い
け
る
社
会
を
目
指
す
︱
、
と

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
30
年

近
く
前
に
札
幌
で
始
ま
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
町
で
行
わ
れ
た
の
は

初
め
て
。「
良
い
出
会
い
が
あ
っ

た
人
が
一
人
で
も
い
て
く
れ
た

ら
」
と
、
呼
び
掛
け
人
を
務
め
た

臼
井
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
長
男
の
勝
也
さ
ん
に
は
先
天
性

の
疾
患
が
あ
り
ま
し
た
。
検
査
を

受
け
た
病
院
で
出
会
っ
た
の
が
、

い
け
ま
ぜ
を
始
め
た
小
児
脳
神
経

外
科
医
の
髙
橋
義
男
さ
ん
。
臼
井

さ
ん
も
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
全

道
各
地
で
い
け
ま
ぜ
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
親
子
と
交

流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
町
で
の
開
催
を
前
に
、
髙
橋
さ

ん
か
ら
呼
び
掛
け
人
を
頼
ま
れ
ま

し
た
。
親
と
障
が
い
が
あ
る
子
が

一
緒
に
出
か
け
て
何
か
を
楽
し
め

る
場
所
は
少
な
く
、
い
け
ま
ぜ

は
「
親
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
場

所
」。
何
が
で
き
る
の
か
、
迷
い

な
が
ら
も
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

周
知
に
努
め
、
約
２
０
０
人
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
花
火
で
笑
顔
が
絶
え

な
か
っ
た
２
日
間
は
、
新
し
い
出

会
い
も
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
会

場
で
勝
也
さ
ん
と
過
ご
し
て
い
た

の
は
洞
爺
の
姉
弟
。
親
か
ら
い
け

ま
ぜ
の
開
催
を
聞
い
た
か
ら
参
加

し
た
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。「
行
っ

て
み
よ
う
と
な
る
ん
だ
な
っ
て
。

以
前
は
、社
会
か
ら
障
が
い
を
﹃
隠

さ
れ
て
い
る
﹄
と
思
っ
て
い
た
時

代
で
し
た
か
ら
」。
障
が
い
を
軽
や

か
に
飛
び
越
え
、
混
ざ
り
合
う
子

ど
も
た
ち
の
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

「
障
が
い
が
あ
る
人
と
の
接
し

方
を
考
え
、
伝
え
る
こ
と
で
ま
ち

は
変
わ
る
」。
長
年
、
開
催
に
携

わ
る
知
人
の
言
葉
が
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。「
ま
ち
の
人
と
の
距

離
感
が
少
し
で
も
縮
ま
っ
て
ほ
し

い
。
今
回
、
親
だ
け
で
な
く
子
ど

も
も
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
」。
新
し
い
世
代
が

見
せ
て
く
れ
た
今
ま
で
と
違
う
景

色
は
、
障
が
い
は
少
し
の
違
い
で

し
か
な
い
こ
と
を
、
ま
ち
に
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
で
つ
く
り
出
す

　
　
　
　
違
い
を
超
え
て
い
く
出
会
い


